
 

 

 

 

 

 

～ お子さまの「気になること」はありませんか？ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校生活において、学びにくさやつまづきを抱え、困っているお子さんはいませんか。また、お子さんの発達

に不安がある保護者の方はいませんか。 

 本校では、そんな困り感に寄り添い、個に応じた支援を進めるために次年度からの学びの場（特別支援学級・

通級指導教室）の検討を行うことができます。 

                           裏面もあります。 

 

特別支援教育だより 

～教育（就学）支援に向けて～ 

令和７年 ６月 ３日（火） 

発行：与那原町立与那原東小学校 

TEL：０９８－９４５－２９８２ 

特別支援コーディネーター 

玉城桂子・津波文子・山城美和子 

真面目に学習してい

るのに時間がかか

る。 

文字が覚えられない。

書き間違いがある。 

忘れ物が多く集中力

や注意も持続しにく

い。 

相手の気持ちや立

場を考える事が苦

手。 

図形を書く事が苦

手。 

行動や気持ちの 

切り替えが難し

い。 

決まっているルールに 

したがって遊ぶのが苦手。 

一斉での指示を聞き逃しやすい。 

簡単なミスが多く、

作業が雑。 

計算ミ スが多

い。 

家では普通に話せる

が、学校では話せない。 

会話が一方的で 

かみ合わない。 

がまんや待つことが苦手。 

ささいなことでカッ

となり、トラブルが多

い。 



～ 特別支援学級・通級指導教室ってどんなところ？ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

  ～ 教育（就学）支援における学びの場の変更までの流れ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※教育（就学）支援について相談したい方は、６月９日（月）までに担任または特別支援コーデ

ィネーターへ申し出て下さい。 

※次年度に向けての学びの場の変更のチャンスは、年１回限りです。 

※新中学一年生（現６年生）も今年度、小学校で申請が必要です。 

特別支援学級（わかば・あさひ・ひび

き） 

対象：知的障害/肢体不自由/病弱・身体虚弱

/情緒障害（自閉症スペクトラム・場面

緘黙等） 

★町教育支援委員会の審議において障害に

より通常学級での学習及び生活が困難で

あると判断された児童が在籍できます。 

★障害の程度やお子様の発達段階に合わせ

た個別の対応が可能です。 

★通常学級の児童と交流（学習）ができます。 

通級指導教室（ひまわり） 

対象：情緒障害/自閉スペクトラム症/学習障害/ 

注意欠陥多動性障害/言語障害 

★町教育支援委員会の審議において、障害によ

り一部特別な指導を必要とすると判断された

児童が通級できます。 

★週に１，２時間程度、通級指導教室で個別も

しくは少人数の指導を受けられます。 

★個別指導の内容は障害の内容・程度に応じ担

当教諭が決定します。教科指導ではありませ

ん。 
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